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（2023年5月20日配布予定）

ときがわカンパニー合同会社は、2016年1月に設立されました。
設立目的は「ときがわ町に、人が集まり、仕事が生まれる」状態を創ることです。そのために、
「仕事を自ら創り出せる」ミニ起業家を支援し、彼らが活躍する事で、ときがわ町や近隣地域に、
どんどん新たな仕事が生み出され、人が集まってくるような状態を創れればと考えています。
皆さんのご支援よろしくお願いします。

ときがわカンパニー合同会社がやっていること

発行：ときがわカンパニー合同会社 文責：関根雅泰（せきねまさひろ）
住所：355-0343 埼玉県比企郡ときがわ町五明1083-1 電話・FAX：0493-65-5700 （すみません、外出が多い為、留守電に

メッセージをお残し頂ければ、こちらからお電話します。 ただ、メールの方が連絡が取りやすく、ありがたいです。）

URL： https://tokigawa-company.com/ メール：info@learn-well.com

ときがわカンパニー（同）代表の関根雅泰（せきねまさひろ）です。
月1～2回の頻度で、この「ときがわカンパニー通信」を発行し、活動の様子を、
皆さんと共有できたらと考えています。どうぞよろしくお願いします。
（右の写真は、ときがわ町役場本庁舎前にある「ときがわ町起業支援施設 ioffice」です。）

はじめに

比企起業大学・比企起業大学大学院 卒業生インタビューvol.１４
比企起業大学２２秋 浅沼 靖恵さん

2017年にスタートした比企起業塾。その後、比企起業大学・大学院へと進化を遂げ、卒業生は51名となりました。このコーナーで
は、卒業生の声とその後の活動内容をお届けします。今回は、比企起業大学22秋期の浅沼靖恵さんです。

−なぜ比企起業大学に入ろうと思ったのですか？
教室の運営や集客については、ずっと主人に相談してやって

いました。でも、数年前に主人が亡くなり、事業について相談で
きる人がいなくなってしまったんです。そんな時、偶然寄った鳩
山町コミュニティ・マルシェに、このときがわカンパニー通信が置
いてあって。「これだ！」と思い、すぐにホームページもチェック
し、入学を決めました。

−自己紹介をお願いします！

比企起業大学２３春「入学式」を実施しました。
2023年4月7日（金）18時～19時＠Zoomで、比企起業大学23春「入学式」を実施しました。23春学期は、6名（女性3名、男性3

名）の入学となりました。今回も個性的なメンバーで、これから楽しみです。

入学生の皆さん
●藤原さん＠ときがわ町
半農半X。Xを探したい。
●高橋さん＠上尾市
皆野町でコミュニティカフェ運営。
●中島さん＠東松山市
ときがわ町等でアウトドア体験。

比企起業大学２３春「４月ゼミ」を開講しました。
2023年4月28日（金）18時～20時、比企起業大学23春「4月ゼミ」を開講しました。講師陣、学部生との意見交換の場です。6名の

学部生全員が参加しました。

−今後は、どのような活動をしていきたいですか？
まずは、通ってきてくれている生徒さんの中で、「花の教室を

したい」「花屋をしたい」という人を育ててあげることです。たとえ、
先生やお店を持たなくても、「場」を提供してあげることはできる
と思うんです。いつかここから巣立った人たちと一緒に何かでき
たらおもしろいですね。

たぬきのねどこat flowersさんについてもっと知りたい方は、
Instagram(@tanuki.no.nedoko)から！→

藤原さん（ときがわ町で半農半X）
・今までビジネス本を買ったことも、読み
終えたこともなかったが、課題本は分割し
て読み終えることができた。
・本屋ときがわ町に3回参加して、起業大
学の先輩方といろいろ話ができた。
・やってきたことがデザイン。それをどのよ
うに活かしていくか。
・何をやっていくのか、まだ明確に決まっ
ていない。今後の起業大学ゼミを通して、
皆さんに協力してもらいながら決めていき
たい。

−たぬきのねどこat flowers 季節の花の教室と販売

嵐山町出身。現在も同町に居住し、
「たぬきのねどこat flowers」という屋号
で、花の教室や販売を行っています。

中高生時代は、1人でもいい、友達
がいてもいいというさっぱりとしたタイ
プでしたね。窓際の席になっちゃうと、
外の桜の花を「きれいだな〜」とずっと
見てるし。それを授業参観で見た母親
には怒られましたけど（笑）

大学は、化学を専攻し、卒業後は、

開会の後、私から皆さんへ式辞として「小さく始めて、大きくせずに、長く続
ける。これから共に進んでいきましょう！」というメッセージを送らせていただき
ました。その後、比企起業大学及び大学院卒業生の楠田さんから祝辞。講
師の風間さんや林さんからもお言葉をいただきました。

入学生からそれぞれ自己紹介をしてもらい、学歌「ランチェスター」（比企起
業大学院2期卒、菅沼さん作詞作曲）を斉唱。これから５ヶ月間、よろしくお願
いします！

−比企起業大学に入ってよかったことは？

比企起業大学では、講義の間に、ワーク
シートをやるのですが、そこで徹底的に自
分と向き合うことになりました。そこから分
かったのは、花の教室というものを通じて、
生徒さんがホッとひと息つける空間を作り
たいということ。教室に来て、気持ちよく
帰ってもらいたいということでした。

6人の皆さん！初めてのゼミお疲れ様でした。これから、課題本読書と個人ワークシート、ゼミを通して自身を振り返り、起業に
ついて共に学んでいきましょう！

−なぜ花に関することで起業を？
学生時代は、全然花には興味なかったんです（笑）。でも、あ

る時、テレビ番組で女優さんがフラワーデザイナーの役をすご
く素敵に演じていて……。ちょうど、会社近くに花の教室があっ
たので、出産するまでですが、通っていました。

子育てに追われ、すっかり花と離れていたのですが、小川町
に託児付の花の教室と出会い、勉強を再開。時間はかかりまし
たが、講師の資格も取得しました。

講師取得を目指している最中、子どもの幼稚園のお迎えの時

電気関係の子会社に就職。そこでは、システムエンジニアとし
て5年間働きました。結婚、出産をし、育休からの復帰後も、そ
のまま働き続けたかったのですが、当時は、時短勤務という考
えもなく、都内までの通勤時間等を考え、やむなく退職すること
にしました。

子ども達が徐々に大きくなってきたタイミングで本屋や配送セ
ンターでアルバイトを開始。既に、花の教室も始めていたので、
徐々に体力的にも両立が厳しくなってきました。本格的に体調
を崩した時に、このままでいいのかすごく考えたんです。「やっ
ぱり私は花が好き」--。花でやっていく覚悟を決めました。

に、たまたま習い事で使ったお花を先生に
プレゼントしたんです。そうしたら、すごく喜
んでくれて……。「講師になったら習いに行
くよ」って言ってくれたんです。講師取得後、
その先生が先生仲間を連れて習いに来て
くれました。花の教室を始めて、18年。今で
も先生方は通ってくれています。

また、起業している先輩方や仲間たちと出会えたこともよかっ
たですね。違うことで仕事はしていたとしても、アドバイスしてくれ
たり、気にかけてくれたり。本当にありがたいです。

教室では、先ほども言ったように心や
すらぐ、非日常的な空間を大切にして
います。日常を離れて、花を触りながら
お話をして……。帰る時に、なんだか
温かく、ほっこりとした気持ちになってく
れると嬉しいですね。

●松本さん＠寄居町
理学療法士、リハビリ専門。
●小原さん＠ときがわ町
絵本屋てくてく。イベント出店等。
●光さん
キャリアコンサルタント。

高橋さん（コミュニティカフェ運営）
・定年退職して1年。いろいろやってきた
が、身についているものが少ない。
・今後やろうとしているのは「居場所づく
り」。地域共生社会に「誰でも来てください
ね」と門戸を広げることをイメージしていた
ので、お客様を絞り込むということに対し
てどう取り組むのか。
・対象となる「お客様」を具体的に考える
必要がある。

中島さん（ときがわ町等でアウトドア体験）
・ランチェスター戦略を実践。ときがわ町
から１時間半以内にリーチ。
・平日にどうお客様を呼び込むかが課題。
・車を持っていない人から、送迎が喜ば
れる。都内の人など。
・女性客も多い。1人で来る人もいる。
・サイクリストやアロママッサージの方との
コラボ。
・学校向けなどに、川の講習も考えている。
・「Company Tank」という雑誌から取材。
5/1に発売。

松本さん（理学療法士）
・「自分の場合はどうしたらよいか？」と考
えながら、ランチェスター戦略の本を読ん
だ。
・「お客さんを選んでいい」という学び。
・５月から訪問看護団体のウェブライター
として、副業をやる。
・事業をしていくにあたって、人とのつな
がりが大切だと思うので、人見知りの殻を
どう破るのかが課題。

小原さん（絵本屋てくてく）
・大人に絵本を広めたい。
・「てくてく新聞」を、以前出していた。継
続が課題。
・絵本の販売会をしている保育園で、試し
に告知を手書きで行った。職員、保護者
合わせて20冊くらい売れた。
・来てくれた人と密になるために細かく発
信することもできるなと感じた。
・買いたいという欲求のある人はどこにい
るのか？どこで売るかは大事。お客さんを
待っているだけではダメ。

光さん（キャリアコンサルタント）
・課題本を読んで、ターゲットの絞り込み
が大切ということを学んだ。自分は、女性
を支援したい。独身女性に絞り込んでも
いいかなと。
・女性が、主体的に自我を持って働いて
いけるように。
・でも、シニアの方の相談を受けている時
に「楽しい」と感じていたことを思い出した。
・相手にしたい人は誰か？再考が必要。

【４月ゼミ課題書籍紹介】
栢野 克己『小さな会社の稼ぐ技術』
「「強者」は何でもやる、「弱者」は1つに絞る」
大企業（強者）ではない、個人でも稼げる方法があり
ます。
ライバルと「差別化」し、「小さな1位」になれる商品・仕
事は何か?個人として戦略的に戦う「ランチェスター戦
略」を学べる一冊です。



ときがわカンパニー代表
関根雅泰のLINE@です。

もしよかったら、
友達登録をお願いします。

最後まで読んでくださり、ありがとうございました。
次は第62号で活動を報告します。お楽しみに！ (編集：トキノキオク舎 風間ユカ)

おわりに

◎ときがわ町起業支援施設 iofficeでの「有料起業相談」のお申込みについて
「ときがわカンパニー」のブログに、「代表 関根の大まかなスケジュール」が出ていますので、そちらを確認の上、
「フォーム」からお申し込みください。（1回 約1時間 3,300円。 比企起業大学・大学院 関係者は、1回1,100円）

24時間、365日 いつでもお問合せ可能です。

2022年11月から、風間さん、ずこちさん（比企起業大学大学院6期生）に助言を頂きながら、「本屋ときがわ町 v.2」構想を考え
ています。2019年4月から、2022年12月まで、毎月1回開催し、45回目となりました。2023年1月からは「本屋ときがわ町 v.2」として、
本屋ときがわ町をリニューアル！

トキノキオク舎通信vol.11
トキノキオク旅「ときがわ町桃木編」と「小川町路地裏編」

を開催しました！

「本屋ときがわ町」の「これまで」と「これから」

【イベント情報】
第５０回「本屋ときがわ町」を開催します！
日時：2023年5月21日（日）10時～15時
場所：起業支援施設ioffice（ときがわ町役場本庁舎前）

毎月第３日曜日は、「本屋ときがわ町」！
・出店者も、募集中！（出店料1日1,100円 比企起業大学関係者1日550円）
・気軽に、本屋のみ見に来て下さることも可能です。
・イベント参加の場合は、別途、参加費が必要になります。

「Lea r n i n g  J o u r n e y学火旅（まなびたび）in比企」を
スタートします！

本屋ときがわ町の
詳細はコチラ

↓

こんにちは！比企起業大学大学院3期卒の風間ユカです。トキノキオク舎として、民俗学を通し、比企地域に残
る小さな伝統行事や風習を、楽しく、分かりやすく、伝える活動を展開中！
4月に、トキノキオク旅を2回開催しました。ときがわ町桃木と小川町路地裏をご案内。今回も皆様にディープ

な視点から、ときがわ町と小川町を見て、感じてもらいました。

（トキノキオク舎 風間ユカ）

2023年4月16日（日）第49回「本屋ときがわ町」を開催しました。2019年4月にスタートして、なんと5年目となりました！これも、仲
間達やお客様方のおかげです。

第４９回「本屋ときがわ町」を開催しました。

●「窯焼きナポリピッツァを作って食べよう！ワークショップ
サルティンボッカ 中村さん＠小川町が、ナポリピッツァを作っ

て食べるワークショップを開催してくれました。生地をのばして、
上にチーズやトマト、ベーコンなどお好みの具材をのせて……。
子どもたちも夢中で作成していました。トッピングが終わると、そ
の場で中村さんが焼いてくれて、チーズがとろーりとおいしいピ
ザができあがりました！

●「本屋ときがわ町」に来てくれた人をご紹介！
・宮﨑さんご家族（比企起業大学22秋）
・Sherpaの努さん（比企起業大学23春）
・藤原さん（比企起業大学23春）
・ながけいさん（比企起業大学21秋）
・ずこちさん（比企起業大学22春、大学院6期）
・根岸さん（比企起業大学22秋）
その他お立ち寄りくださった皆様、ありがとうございました！

トキノキオク舎
Instagram

（@tokinokiokusha)

Version2として、以下をバージョンアップ！
・より「ミニ起業家が集う場」になる！
・毎回、最大6名の「ミニ起業家」が出店。
・出店内容は、本にこだわらず色々（飲食、物販、イベント、ワークショップ等）OK。
・比企起業大学のアラムナイ（卒業生）達のテストマーケティングの場としても活用。
・いずれは「地域でミニ起業したい人（プレ起業家）」たちに、お客さんとして、参加してもらう。
・その人たちには「FBグループ」にも参加してもらい、オンラインでのつながりを保つ。
・いずれは地域でミニ起業したい「プレ起業家」と、既に地域で活動している「先輩ミニ起業家」
が、集える場にしたい。
＝＝＝
詳細は、風間さんが作ってくれた「本屋ときがわ町」ＦＢグループ内で、共有していきます。
Version2を共に作って下さる方々のご参加をお待ちしています！

本屋ときがわ町
Facebookグループ

●出店者紹介
（１）サルティンボッカの中村さん＠小川町
（２）みもざの立花さん＠川口市
（３）アウトドアナースマン・キャンゴの可沼さん、元特別支援学校
教員のよしきさん
（４）絵本屋てくてく小原さん＠ときがわ町
（５）雑本のFull本屋＆トキノキオク舎 風間夫妻＠坂戸市
（６）本屋ときがわ町 ioffice店

●心身に障害のあるお子様とその保護者のためのEVトゥクトゥ
ク体験

アウトドアナースマン・キャンゴの可沼さん（比企起業大学22
秋）と元特別支援学校教員のよしきさん（比企起業大学21秋、
大学院6期）、診療看護師の荻野さんによるEVトゥクトゥク体験。

2023年4月、新年度から「Learning Journey学火旅（まなびたび）in 比企」をスタートします！
私達は、「比企郡を、100年後も、学習する個人が集まる地域にしよう！」と考えています。何故「100年後も」なのか？それは、

比企郡が、1300年以上前から「学習する個人が集まる地域」だったからであり、それを現代で途切れさせるわけにはいかないか
らです。

その起源は、「西の延暦寺、東の慈光寺」と呼ばれた学びのメッカ「慈光寺」（673年・飛鳥時代に開山）にあります。平安時代に
は、天台宗別院として栄え、鎌倉時代には、源頼朝の寄進も受けています。ここに、当時の最先端の知識を持つ僧侶達が集まり、
知識転移が起こったため、周辺地域で、建具、和紙、お茶等の産業が発展していきました。

この「学びの伝統」は、安岡正篤先生（1983年没）による「日本農士学校」に受け継がれていきます。第二次世界大戦後、公職
追放となった安岡先生が、鎌倉時代に坂東武者の鑑と言われた畠山重忠公の居住地であった菅谷を気にいり、ここに「日本農
士学校」を設立しました（1932年）。初代校長には、金鶏学院（1927年設立）で育てた菅原兵治（安岡の一番弟子）を任命。地域
地主の長男たちを「農士」となるよう指導していきます。

安岡先生曰く「私は、諸君が二宮尊徳たることを望む者であります。」安岡先生が目指した「二宮尊徳」のような人材育成に、現
在、励んでいるのが「比企起業大学・大学院」（2017年設立）です。二宮尊徳翁のように「分度を稼いで、余剰を推譲」できるよう
なミニ起業家を育成するために活動し、これまでに（2023年3月時点）51名の卒業生を、地域に送りだしてきています。

詳しくは、
ときがわカンパニーの
ホームページへ！

https://tokigawa-company.com

ときがわ町では、八幡神社やお地蔵様、フセギなど
をご案内。小川町では、駅近くの細い道や石塔を見て
まわりました。毎回、トキノキオク舎オリジナルのし
おりを片手に、それに穴埋めをしてもらいながら、ま
わっていきます。視点を変えると、普段見ている景色
が不思議とおもろいものに見えてきます。ぜひ、体感
してみてください！

●「鼓蓮」小川町教室の生徒さん達による太鼓の演奏
向井さん（比企起業大学22秋）が運営する「鼓蓮」小川町教室

の生徒さんが太鼓を演奏してくださいました。その力強い演奏
に圧倒！比企起業大学もスポンサーとして「鼓蓮」さんの活動を
応援しています！提灯が素敵！

このように、飛鳥時代から連綿と連なる「学びの里」比企郡が、これから100年後も「学
習する個人が集まる地域」であり続ける一助になればということで「Learning Journey 学
火旅（まなびたび） in 比企」を企画していきます。


